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③7/6～16 互見授業期間

校内研修実施内容(前期)

①4/14 オンデマンド研修講座1

②6/23 Formsの使用法・授業評価アンケートについて

④8/18 オンデマンド研修講座2(動画視聴)

⑤8/25 Forms,Meetの使用法について



校内研修(Formsの使用法について)

推進リーダー研修を経て、校内でFormsによる小テストや
アンケートの作成方法などを紹介

校内で授業評価アンケート
をFormsを用いて行う方針へ

↑研修に用いた資料の一部



授業評価

Classroom上に各教科ごとのフォームを貼る

Formsのアンケート機能を用いて実施。集計の負担が大幅に減。



互見授業(7/6～7/16)

校内で教員同士が授業参観を行う「互見授業」期間を利用
してChromebookの活用の様子を見ていただき、自身の授業
へ役立てていただくことを目的とした研修を実施。



互見授業(7/6～7/16)

↑Chromebook使用のタイミングを
事前に記入する用紙を掲示し、効率
よくポイントを紹介できるよう工夫

↑アドバイスなどを各教員
へまとめて還元できるアン
ケート用紙を準備



Chromebook管理方法について

生徒数が少ないため、一人一台端末が2学期より実現。
学年ごとに教室棟が異なるため、管理する教室を分け
て一括管理。台帳に記入させることで、教員が使用する
際に不要な持ち出しなどを確認できる。



成果

・教員の使用頻度は高くなってきている。

課題

・Chromebookの使用により、授業に対して意欲的
に臨む生徒の様子が多く見受けられるようになった。

・教員によって使用頻度に関して大きく差がある。

・一人一台端末の「効果的」な活用法をまだ確立できていない
段階にある教員が多い。

・授業外(会議など)での有効活用が発展途上の段階である。



今後の取り組み予定

・教員同士の授業参観の機会の増加、授業内での
Chrome book活用のサポートを行う期間の設定

・Teamsによる職員会議やファイル共有を検討する
(現在はロイロノート)

・校内での教科部会を推奨し、効果的な活用法を検討して
いただく


